
　

江
戸
後
期
か
ら
明

治
初
期
の
米
沢
を

「
東
北
の
長
崎
」
と

す
る
賛
辞
が
あ
り
ま

す
。
地
理
的
条
件
に

恵
ま
れ
な
い
中
で
、

儒
学
、
蘭
学
や
英
学
と
い
っ
た
未
知
の
世
界
に
果

敢
に
挑
戦
し
た
人
々
の
系
譜
、
そ
し
て
そ
の
中
で

生
ま
れ
た
幅
広
い
交
流
や
発
展
等
を
表
し
ま
す
。

　

藩
校
『
興
譲
館
』
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
る
そ

の
「
進
取
」
の
精
神
は
、
各
時
代
に
わ
た
り
、
実

に
多
彩
な
人
材
輩
出
に
繋
が
り
ま
し
た
。
底
を
流

れ
る
の
は
、「
学
び
」
の
こ
こ
ろ
と
真
実
を
求
め

続
け
る
気
概
で
あ
り
ま
す
。

　

現
代
社
会
は
ま
こ
と
に
複
雑
で
あ
り
、
そ
の
変

容
の
振
り
幅
が
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
こ
と
や
、

社
会
全
体
が
「
正
解
の
な
い
問
い
」
に
呻
吟
す
る

場
合
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
先
人
達
の
生
き
た
時
代
も
実
は
同
様

だ
っ
た
は
ず
な
の
で
す
。
こ
の
地
に
育
っ
た
人
間

の
粘
り
強
く
純
粋
な
心
に
よ
り
、
国
や
世
界
へ
想

い
を
馳
せ
な
が
ら
、
あ
た
う
限
り
積
極
的
に
学
び

続
け
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

四
月
、
私
達
一
年
生
は
喜
び
と
期
待
を
胸

に
入
学
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
興
譲
の
精

神
や
学
則
を
学
び
、
興
譲
館
生
と
し
て
の
自

覚
を
持
っ
て
、
生
活
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
感
じ
た
事
は
時
間
の
使
い
方
の

大
切
さ
で
す
。
私
の
高
校
生
活
で
の
目
標
は

勉
強
と
部
活
の
両
立
で
し
た
。
し
か
し
、
実

際
は
と
て
も
忙
し
く
難
し
い
も
の
で
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
は
意
識
し
て
こ
な
か
っ

た
短
い
時
間
を
活
用
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
勉
強
や
部
活
な
ど
す
べ
て

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
先

輩
達
の
後
に
続
い

て
、
一
生
懸
命
努

力
を
続
け
た
い
で

す
。
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進
取
」
の
精
神
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一
年
三
組　

鈴
木　
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一

（
米
沢
一
中
出
身
）

　
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
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興
譲
館
の
先
輩
シ
リ
ー
ズ
１

「
工
藤
俊
作
中
佐
っ
て

　
　
　
　
　
知
っ
て
ま
す
か
。」

　

工
藤
俊
作
中
佐
は
、
高
畠
町

出
身
。
本
校
を
大
正
九
年
に
卒

業
し
た
先
輩
で
、
太
平
洋
戦
争

中
、
日
本
海
軍
の
駆
逐
艦
「
雷
」

（
イ
カ
ヅ
チ
）
の
艦
長
に
な
ら

れ
た
方
で
す
。
そ
し
て
、
氏
を

有
名
に
し
た
の
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ス
ラ
バ
ヤ
沖
で
、
敵
の
イ
ギ
リ
ス
兵
を
救
出
し
た
事
で
す
。

漂
流
し
て
い
た
敵
兵
を
、
自
ら
の
雷
の
乗
組
員
よ
り
も
多
い
四
二
二

名
、
救
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
救
出
し
た
イ
ギ
リ
ス
兵
に
対
し
て

「
あ
な
た
方
は
、
我
々
の
名
誉
あ
る
客
で
あ
る
。」
と
し
、
当
時
の

緊
迫
し
た
危
険
な
海
上
で
紳
士
的
に
接
し
た
事
実
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。　

　

救
出
さ
れ
た
一
人
が
後
に
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
官
と
な
り
、
晩
年
に

自
伝
を
書
き
、
そ
の
時
の
様
子
を
描
い
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ

の
自
伝
を
「
工
藤
俊
作
中
佐
に
捧
げ
る
。」
と
ま
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

（
原
本
は
、
本
校
の
図
書
館
に
も
あ
り
ま
す
。）

　

昨
年
度
、
興
譲
祭
の
全
校
企
画
で
、
工
藤
氏
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、

高
畠
町
屋
代
地
区
大
笹
生
の
生
家
で
あ
る
工
藤
吉
雄
氏
宅
に
お
う
か

が
い
し
、
工
藤
氏
の
人
と
な
り
を
い
ろ
い
ろ
お
聞
き
し
、
全
校
生
に

紹
介
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
し
て
わ
か
る
普
段

の
工
藤
氏
の
人
間
と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
・
謙
虚
な
姿
勢
に
、

全
校
生
深
い
感
動
を
覚
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
工
藤
氏
に
つ
い
て
の
詳

し
い
事
は
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
あ
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

私
は
昨
年
度
か
ら
城
戸
淳
二
塾
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
様
々
な
研
究
室
で
様
々
な
研
究
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
最
先
端
の
技
術
を
見
た
り
、
触
れ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

私
た
ち
の
先
輩
も
初
め
は
そ
れ
ら
に
触
れ
て
驚
い
て
い
る
様
子
で
し
た

が
、
研
究
発
表
会
で
は
自
分
が
一
年
間
行
っ
た
研
究
を
堂
々
と
し
か
も
英

語
で
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
が
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
私
た
ち
が
各
研
究
室
に
配
属
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
を
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
は
研
究
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
立
場
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
自
分

で
研
究
を
し
て
い
く
立
場
に
な
り
ま
す
。
自
分
達
の
研
究
を
昨
年
度
以
上

に
た
く
さ
ん
の
人
に
聞
い
て
も
ら
え
る
よ
う
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
輩
方
の
よ
う
に
責
任
感
を
も
ち
、
後
輩
の
良
き
手
本
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

六
月
十
一
日
に
Ｆ
Ｗ
が
行
わ
れ
た
。
僕
は
以
前
か
ら
こ
の
行
事
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
の
で
、
当
日
は
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
、
教
科
書
で
し
か
見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
植
物

を
実
際
に
見
た
り
、
今
ま
で
目
を
向
け
て
い
な
か
っ
た
身
近
な
植
物
を

知
っ
た
り
と
、貴
重
な
体
験
が
で
き
た
。そ
の
中
で
も
特
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
、
人
形
石
で
見
た
高
山
植
物
だ
。
と
て
も
小
さ
い
花
の
よ

う
な
低
木
「
チ
ン
グ
ル
マ
」
や
、
地
面
を
は
う
よ
う
に
成
長
す
る
「
ハ

イ
マ
ツ
」
な
ど
、
珍
し
い
特
徴
を
持
つ
植
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
植

物
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
。

　

ク
ラ
ス
全
員
で
登
山
を
終
え
た
と
き
の
達
成
感
は
非
常
に
大
き
い
も

の
だ
っ
た
の
で
、
ク
ラ
ス
の
団
結
力
が
高
ま
っ
た
。
今
後
も
団
結
し
て

様
々
な
行
事
に
臨
み
た
い
。

城
戸
塾
に
参
加
し
て

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
三
年
目
が
ス
タ
ー
ト

Ｆ
Ｗ
を
終
え
て

二
年
一
組　

佐
野　

舜
一
（
米
沢
一
中
出
身
）

一
年
三
組　

横
山　

優
作
（
米
沢
二
中
出
身
）
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今
回
で
三
度
目
と
な
る
越
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
東
北
大
会
。
結
果
は
準
決
勝
敗

退
で
し
た
。
悔
し
く
な
い
と
言
え
ば
嘘
に

な
り
ま
す
が
、
自
己
ベ
ス
ト
を
大
幅
に
更

新
し
、
最
後
の
最
後
ま
で
自
分
の
力
を
全

て
レ
ー
ス
に
注
ぐ
こ
と
が
で
き
、
本
当
に

楽
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
支
え
て
下

さ
っ
た
保
護
者
の
方
々
や
先
生
方
、
一
緒

に
が
ん
ば
っ
て
来
た
仲
間
達
、
応
援
し
て

く
れ
た
み
ん
な
本
当
に
今
ま
で
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成26年度　置賜地区高等学校総合体育大会
☆団体
《第１位（優勝）》バトミントン女子（大会７連覇）

フェンシング女子　　剣道女子　　弓道女子
《第２位》 山岳男子　　山岳女子　　卓球女子

フェンシング男子　　柔道女子　　ホッケー男子
ホッケー女子　　水泳男子

《第３位》 野球　　ソフトテニス女子　　サッカー
柔道男子　　水泳女子

☆個人
《第１位（優勝）》
陸上／男子400m   男子5000ｍ競歩　　卓球／女子ダブルス
柔道／男子90kg級　女子52kg級
フェンシング／男子フルーレ　男子サーブル　男子エペ
　　　　　　　女子フルーレ　女子エサーブル　女子エペ
テニス／男子シングルス　男子ダブルス
　　　　女子シングルス　女子ダブルス
水泳／男子100m背泳ぎ（大会新）　男子200m背泳ぎ（大会新）
　　　男子50m自由形　男子50m自由形　男子100m平泳ぎ
　　　男子200m平泳ぎ 女子200m自由形

《第２位》
陸上／男子走高跳　男子三段跳　女子三段跳
バドミントン／女子ダブルス
フェンシング／男子サーブル　女子フルーレ　女子エペ
柔道／女子57kg級　　弓道／女子　　テニス／女子シングルス
水泳／女子100m平泳ぎ　女子200m平泳ぎ

《第３位》
陸上／男子100m×4Ｒ  男子走高跳
　　　女子1500m　女子3000m
フェンシング／男子エペ
　　　　　　　女子フルーレ　女子サーブル　女子エペ
柔道／男子60㎏級　男子66㎏級　男子90kg級
剣道／男子個人　男子個人

　

平成26年度　山形県高等学校総合体育大会
☆団体
《第１位》 フェンシング女子
《第２位》 ホッケー男子　　ホッケー女子
《第３位》 フェンシング男子
☆個人
《第１位》 フェンシング／男子フルーレ　女子フルーレ
《第２位》 テニス／女子ダブルス　
《第３位》 フェンシング／女子エペ

水泳／男子200ｍ背泳ぎ第３位で東北大会出場
＊ホッケー／男子　女子　東北大会出場
＊陸上競技／男子400ｍ第４位
　　　　　　男子走高跳第４位で東北大会出場
＊テニス／上記他　男子シングルス第８位
　　　　　　　　　女子シングルス第５位で東北大会出場
＊フェンシング／男子フルーレ・女子団体・女子フルーレで
　　　　　　　　インターハイ出場
　　　　　　　　男子フルーレ・女子団体・女子フルーレ
　　　　　　　　女子エペで東北大会出場
＊水泳／女子200ｍ自由形第４位で東北大会出場
　　　　男子200ｍ平泳ぎ第８位で東北大会出場
　　　　男子50ｍ自由形第８位で東北大会出場

東
北
選
手
権
大
会
を

振
り
返
っ
て

陸
上
競
技
部　

市
川　

広
樹

（
米
沢
一
中
出
身
）

部活動の記録

　　高等学校総合体育大会
　　　　インターハイ出場
フェンシング女子
男子フルーレ
女子フルーレ
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8
月
21
日

始
業
式

8
月
29
日

興
譲
祭
（
～
30
日
）

9
月
13
日

地
区
高
校
新
人
大
会
（
～
14
日
）

9
月
19
日

創
立
記
念
式
典

異
文
化
融
合
サ
イ
エ
ン
ス
④

9
月
29
日

中
間
考
査
（
～
10
月
1
日
）

10
月
7
日
・
9
日一

年
Ｓ
Ｓ
Ｈ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

10
月
10
日

県
高
総
文
祭
（
～
12
日
）

10
月
11
日

県
高
校
新
人
大
会
前
期（
～
12
日
）

10
月
16
日

マ
ラ
ソ
ン
大
会

10
月
19
日

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

10
月
20
日

異
文
化
融
合
サ
イ
エ
ン
ス
⑤

10
月
22
日

高
鍋
高
校
と
の
交
流
（
～
24
日
）

11
月
1
日

県
高
校
新
人
大
会
幸
喜（
～
2
日
）

11
月
12
日

二
年
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修

（
～
14
日
）

11
月
18
日

異
文
化
融
合
サ
イ
エ
ン
ス
⑥

11
月
25
日

一
、
二
年
期
末
考
査
・
三
年
学
年

末
考
査
（
～
28
日
）

12
月
25
日

異
文
化
融
合
サ
イ
エ
ン
ス
⑦

12
月
26
日

終
業
式

　

二
年
五
組
は
、
全
て
の
競
技
を
通
し
て
小
林
先
生
も
含

め
三
十
五
人
で
戦
い
、
史
上
初
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
る
、

二
年
生
で
の
総
合
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

全
員
が
隠
し
持
っ
て
い
た
元
気
を
出
し
き
っ
た
こ
と
で
、

一
つ
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と

思
い
ま
す
。
男
女
総
合
優
勝
、
学
級
対
抗
長
縄
跳
び
二
位
、

女
子
バ
レ
ー
優
勝
な
ど
ク
ラ
ス
の
団
結
力
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
は
さ
ら
に
団
結
力
を
深
め
、
Ｖ

２
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

男子サッカー ３－１
男 子 バ レ ー ３－３
女子サッカー １－２
女 子 バ レ ー ２－５
クラス対抗長縄跳び ２－２
女 子 綱 引 き ２年生
男 子 騎 馬 戦 ３年生
男 子 総 合 ３－５
女 子 総 合 ２－５
男 女 総 合 ２－５

❖ 

二
学
期
の
行
事
予
定 

❖

体育祭 6/12・6/13に
繰り広げられた熱い戦い

二
年
五
組
の
底
力
　
　
　
　
　

二
年
五
組　

小
野
祐
莉
子
（
米
沢
四
中
出
身
）
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